
中国の文化Ⅲ

日中文化交流史

第二回 日本語文化圏“倭”の登場



前
回
の
復
習

前
回
の
授
業
で
は
、
分
子
人
類
学
の
研

究
成
果
を
も
と
に
、
現
生
人
類
の
ル
ー
ツ

と
日
本
人
の
起
源
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
。

ア
フ
リ
カ
単
一
起
源
説

現
生
人
類
は
、
二
十
万
年
ほ
ど
前
に
ア

フ
リ
カ
に
誕
生
し
、
そ
の
後
、
六
万
年
ほ

ど
前
に
ア
フ
リ
カ
を
出
て
世
界
各
地
に
拡

散
し
た
。
そ
の
過
程
で
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

の
環
境
に
適
応
し
、
白
人
、
黄
色
人
種
な

ど
の
特
徴
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た→

「
人

類
は
み
な
兄
弟
の
よ
う
な
も
の
」

日
本
人
の
遺
伝
的
特
徴

遺
伝
的
に
み
た
場
合
、
日
本
人
は
ア
ジ

ア
各
地
に
ル
ー
ツ
を
も
つ
多
様
な
集
団
で

あ
る



「全ゲノム解析法を用いた縄文人と渡来系弥生人の関係の解明」
（研究代表者：篠田謙一、独立行政法人国立科学博物館 2018年）

縄文人・弥生人と現代の日本および東アジア諸民族の遺伝的距離



日
本
語
文
化
圏
「
倭
」
の
登
場

〔
解
説
〕

縄
文
文
化
や
弥
生
文
化
を
築
い
た
人
々

は
、
遺
伝
的
に
は
ア
ジ
ア
各
地
に
ル
ー
ツ

を
持
つ
多
様
な
集
団
で
あ
っ
た
。

彼
ら
は
や
が
て
日
本
語
を
共
通
言
語
と

す
る
独
自
の
文
化
圏
「
倭
」
を
形
成
し
、

中
国
大
陸
や
朝
鮮
半
島
と
の
交
流
を
開
始

す
る
。

吉野ケ里遺跡(佐賀県)
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第一節 文化圏としての「倭」



ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
は
な
ぜ
絶
滅
し

て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

①
現
生
人
類
に
比
べ
て
脳
が
小
さ
く
、
力

も
弱
か
っ
た
た
め

②
現
生
人
類
よ
り
脳
は
大
き
か
っ
た
が
、

言
語
能
力
が
弱
か
っ
た
た
め

？



NHKスペシャル「生命大躍進 第３集 ついに知性が生まれた」



遺
伝
的
に
言
語
障
害
を
も
つ
家
族
の
調

査
か
ら
、
ヒ
ト
の
言
語
能
力
に
関
わ
る
こ

と
が
示
唆
さ
れ
る
遺
伝
子
が
発
見
さ
れ
た
。

そ
の
名
前
は
？

①
Ｆ
Ｏ
Ｘ
Ｐ
２
遺
伝
子

②
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ａ
Ｐ
２
遺
伝
子

？



NHKスペシャル「生命大躍進 第３集 ついに知性が生まれた」



現
生
人
類
と
ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人

〔
解
説
〕

前
回
の
講
義
で
も
紹
介
し
た
よ
う
に
、

ス
ヴ
ァ
ン
テ
・
ペ
ー
ボ
ら
は
、
二
〇
〇
九

年
に
ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
の
細
胞
核
Ｄ

Ｎ
Ａ
の
解
読
に
成
功
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

現
生
人
類
と
ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
の
Ｆ

Ｏ
Ｘ
Ｐ
２
遺
伝
子
の
比
較
が
可
能
に
な
っ

た
。

スヴァンテ・ペーボ(Svante Pääbo)



NHKスペシャル「生命大躍進 第３集 ついに知性が生まれた」



現
生
人
類
と
ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
の

Ｆ
Ｏ
Ｘ
Ｐ
2
遺
伝
子
の
配
列
に
違
い
は

あ
っ
た
の
か
？

①

違
い
は
あ
っ
た

②

違
い
は
な
か
っ
た

→

答
え
は
ビ
デ
オ
で

？



NHKスペシャル「生命大躍進 第３集 ついに知性が生まれた」



吉野ケ里遺跡(佐賀県)

日
本
語
文
化
圏
の
成
立

現
生
人
類
は
、
そ
の
優
れ
た
言
語
能
力

に
よ
っ
て
高
度
な
文
明
を
築
い
た
。

ア
ジ
ア
各
地
か
ら
日
本
列
島
に
渡
り
、

縄
文
、
弥
生
の
文
化
を
築
い
た
人
々
は
、

遺
伝
的
に
は
多
様
な
集
団
で
あ
っ
た
が
、

や
が
て
日
本
語
を
共
通
言
語
と
し
、
時
間

や
空
間
を
超
え
て
知
識
を
伝
達
・
蓄
積
す

る
こ
と
で
、
独
自
の
文
化
圏
を
形
成
し
て

い
っ
た
。



第二節 中国と「倭」



後漢書(京都大学附属図書館所蔵)

ア
ジ
ア
の
国
際
社
会
へ
の
デ
ビ
ュ
ー

〔
解
説
〕

日
本
列
島
に
誕
生
し
た
、
日
本
語
を
共

通
言
語
と
す
る
集
団
は
、
ア
ジ
ア
の
人
々

か
ら
「
倭
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「
倭
」
は
、
西
暦
一
世
紀
ご
ろ
か
ら
中
国

へ
使
節
を
派
遣
し
、
ア
ジ
ア
の
国
際
社
会

へ
の
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
す
。

http://edb.kulib.kyoto-u.ac.jp/exhibit/h561/image/32/h561s3045.html
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倭の奴国が後漢に朝見し、金印を下賜される(57年)



中
国
の
史
書
が
伝
え
る
倭
と
後
漢
の
交
流

建
武
中
元
二
年(

西
暦
五
七
年)

、
倭
の
奴

国
が
貢
物
を
持
っ
て
朝
貢
し
た
。
使
節
は

自
ら
を
大
夫
と
称
し
た
。
倭
国
の
南
の
果

て(

に
あ
る
国)
で
あ
る
。
光
武
帝
は
印
綬
を

下
賜
し
た
。

『
後
漢
書
』
巻
八
五
東
夷
伝

後漢書(京都大学附属図書館所蔵)

http://edb.kulib.kyoto-u.ac.jp/exhibit/h561/image/32/h561s3045.html


後
漢
の
光
武
帝
が
倭
の
使
節
に
下
賜
し

た
と
い
う
印
綬
は
、
い
ま
も
あ
る
で
し
ょ

う
か
？

①
あ
る

②
な
い

後漢書(京都大学附属図書館所蔵)

？

http://edb.kulib.kyoto-u.ac.jp/exhibit/h561/image/32/h561s3045.html


福岡県志賀島

江
戸
時
代
に
発
見
さ
れ
た
金
印

〔
解
説
〕

倭
の
奴
国
の
使
い
が
後
漢
の
光
武
帝
に

金
印
を
贈
ら
れ
て
か
ら
一
七
〇
〇
年
後
の

天
明
四
年(

一
七
八
四
年)

、
福
岡
県
の
志

賀
島(

し
か
の
し
ま)

で
、
巨
石
の
下
か
ら

「
漢
委
奴
国
王
」
の
金
印
が
発
見
さ
れ
た
。



1784年に福岡県志賀島で
発見された「漢委奴国王印」
（縦2.3cm×横2.3cm 重109g）

あ
な
た
は
、
福
岡
県
志
賀
島
で
発
見
さ

れ
た
金
印
を
本
物
だ
と
思
う
か
？

①
本
物
だ
と
思
う

②
贋
物
だ
と
思
う？



古代文学者で千葉大学教授の三浦佑之
(みうら すけゆき、1946年～)氏が2006
年に出版した書

天明4年(1784年)、福岡県志賀島で発見
された「漢委奴国王印」

（縦2.3cm×横2.3cm 重109g）
三浦佑之(千葉大学名誉教授 1946-)

「
金
印
『
漢
委
奴
國
王
』
は
、
江
戸
時
代

の
半
ば
過
ぎ
、
十
八
世
紀
の
終
わ
り
に
偽

造
さ
れ
た
。
そ
れ
が
私
の
結
論
で
あ
る
」

三
浦
佑
之(

み
う
ら

す
け
ゆ
き)

『
金
印
偽
造
事
件
』

(

幻
冬
舎
新
書

二
〇
〇
六
年)

一
〇
頁



福岡県志賀島

中
国
で
も
新
た
に
発
見
さ
れ
た
金
印

〔
解
説
〕

一
九
八
一
年
、
中
国
江
蘇
省
の
漢
墓
の

近
く
か
ら
「
広
陵
王
璽
」
と
刻
ま
れ
た
金

印
が
発
見
さ
れ
た
。
広
陵
王
と
は
光
武
帝

の
子
劉
荊
が
明
帝
の
永
平
元
年
（
五
八

年
）
に
授
与
さ
れ
た
王
位
で
、
そ
の
際
に

下
賜
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

江蘇省邗江甘泉鎮



1981年、江蘇省甘泉2号漢墓から出
土した「広陵王璽」。永平元年(58年)
に光武帝の子劉荊に下賜されたもの

（縦2.3cm×横2.3cm 重123g）

1784年、福岡県志賀島から出土した
「漢委奴国王印」。建武中元2年(57年)、
光武帝が倭の奴王に下賜したもの

（縦2.3cm×横2.3cm 重109g）

日
本
の
金
印
は
、
中
国
で
新
た
に

出
土
し
た
同
時
期
の
金
印
と
幅

(

二
・
三
セ
ン
チ
＝
漢
代
の
一
寸)

、

字
体
と
も
に
酷
似
し
て
い
る
。



1784年、福岡県志賀島から出土した
「漢委奴国王印」。建武中元2年(57年)、
光武帝が倭の奴王に下賜したもの

（縦2.3cm×横2.3cm 重109g）

1956年、雲南省晋寧県の漢墓から出
土した「滇王之印」。漢武帝が元封2
（前109）年に滇王に下賜したもの

(縦2.3cm×横2.3cm、重さ90g)

滇
王
之
印(

漢
が
帰
順
し
た
滇
国

の
王
に
与
え
た
金
印)

か
ら
は
、

周
辺
国
の
王
に
も
金
印
が
下
賜
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。



倭
の
奴
国
に
続
い
て
東
ア
ジ
ア
の
歴
史

の
舞
台
に
登
場
し
た
の
が
、
邪
馬
台
国
の

卑
弥
呼
で
あ
る
。
で
は
、
卑
弥
呼
の
時
代

は
中
国
の
何
時
代
に
当
た
る
か
？

①
三
国
時
代(

三
世
紀)

②
唐
代(

七
～
十
世
紀) ？



邪馬台国の卑弥呼が魏に使いを送る(239年)
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倭の奴国が後漢に朝見し、金印を下賜される(57年)

倭と魏の間で使節の往還が行われる(238～248 )



魏
志
倭
人
伝

〔
解
説
〕

西
晋
の
陳
寿
が
著
し
た
『
三
国
志
』
の

魏
志
の
中
の
倭
人
に
関
す
る
記
録
。

こ
の
書
は
も
と
も
と
陳
寿
が
私
撰
し
た

も
の
で
、
官
撰
の
国
史
で
は
な
か
っ
た
が
、

陳
寿
の
死
後
正
史
の
一
つ
に
加
え
ら
れ
た
。

魏志倭人伝（宮内庁書陵部蔵）



魏志倭人伝（宮内庁書陵部蔵）魏志倭人伝（宮内庁書陵部蔵）

倭
の
女
王
卑
弥
呼

そ
の
国
は
も
と
も
と
男
子
を
王
と
し
て

い
た
が
、
七
、
八
十
年
間
、
倭
国
が
乱
れ
、

戦
乱
が
続
い
た
た
め
、
と
も
に
一
人
の
女

子
を
王
に
立
て
た
。
名
を
卑
弥
呼
と
い
う
。

卑
弥
呼
は
鬼
道
に
事
え
、
よ
く
衆
を
惑

わ
し
た
。
す
で
に
か
な
り
の
年
齢
に
な
っ

て
い
た
が
夫
は
お
ら
ず
、
弟
が
国
政
を
補

佐
し
て
い
た
。

(

西
晋)

陳
寿
『
三
国
志
』
魏
志
倭
人
伝



魏志倭人伝（宮内庁書陵部蔵）

倭
か
ら
魏
へ
の
使
節
派
遣

景
初
二
年(

二
三
八
年)

六
月
、
倭
の
女
王

は
大
夫
・
難
升
米
ら
を(

帯
方)

郡
に
遣
り
、

天
子
へ
の
朝
見
を
求
め
た
。(

帯
方
郡)

太
守

の
劉
夏
は
吏
を
遣
り
、(

難
升
米
ら
を)

京
都

(

洛
陽)

に
送
っ
た
。

(

西
晋)
陳
寿
『
三
国
志
』
魏
志
倭
人
伝



魏が公孫氏を
滅ぼす(238年)

魏
志
倭
人
伝
は
西
暦
二
三
八
年(

景
初

二
年)

に
卑
弥
呼
が
使
節
を
派
遣
し
た
と

記
し
て
い
る
。
な
ぜ
こ
の
年
な
の
か
？

①
魏
が
蜀
を
滅
ぼ
し
た
か
ら

②
魏
と
の
交
流
の
障
碍
が
な
く
な
っ
た

か
ら

？



魏志倭人伝（宮内庁書陵部蔵）

西
晋
の
陳
寿
が
著
し
た
『
三
国
志
』
魏

志
倭
人
伝
に
は
、
当
時
の
倭
の
社
会
や
風

俗
が
詳
細
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
な
ぜ
そ

の
よ
う
な
情
報
が
伝
わ
っ
た
の
か
？

？



魏志倭人伝（宮内庁書陵部蔵）

魏
の
使
節
に
よ
る
倭
の
実
状
調
査

〔
解
説
〕

魏
志
倭
人
伝
に
よ
れ
ば
、
倭
は
景
初
二

年(

二
三
八
年)

に
続
き
、
正
始
四
年(

二
四

三
年)

と
同
八
年(

二
四
七
年)

に
も
使
節
を

派
遣
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
魏
は
、
倭
か
ら
の
使
節
が

来
朝
す
る
た
び
に
楽
浪
郡
を
通
じ
て
返
礼

の
使
節
を
派
遣
し
、
倭
の
実
状
を
調
査
し

て
い
た
。



島
根
県
の
神
原(

か
ん
ば
ら)

神
社
古
墳
か
ら
出

土
し
た
三
角
縁
神
獣
鏡
。
裏
面
に
魏
の
景
初
三
年

(

二
三
九
年)

の
銘
の
あ
る
。

【
魏
王
朝
系
図
】

┌
─

曹
丕─

┬
─

曹
叡─

─

曹
芳

│

（
文
帝
）│

（
明
帝
）
（
廃
帝
）

├
─

曹
宇

└
─

曹
霖─

─

曹
髦

曹
操─

┤

（
廃
帝
）

（
太
祖
）├

─

曹
彰

│└
─

曹
植



魏志倭人伝（宮内庁書陵部蔵）

「
空
白
の
四
世
紀
」

〔
解
説
〕

三
国
を
統
一
し
た
西
晋
は
、
や
が
て

「
八
王
の
乱
」
と
呼
ば
れ
る
王
朝
内
の
内

紛
を
き
っ
か
け
に
周
辺
の
異
民
族
の
侵
攻

を
招
き
、
漢
民
族
の
支
配
層
は
長
江
の
南

に
逃
れ
て
亡
命
政
権
を
建
て
る
。

四
世
紀
、
華
北
を
支
配
し
た
異
民
族
に

よ
っ
て
交
流
の
道
を
閉
ざ
さ
れ
た
倭
は
、

中
国
側
の
史
料
か
ら
姿
を
消
し
た
。



魏志倭人伝（宮内庁書陵部蔵）

倭
王
武
の
上
表

〔
解
説
〕

五
世
紀
に
な
る
と
中
国
側
の
史
料
に
ふ

た
た
び
「
倭
」
が
登
場
す
る
。

南
北
朝
時
代
の
宋
の
歴
史
を
記
し
た
史

書
『
宋
書
』
に
、
倭
の
国
王
が
送
っ
た
書

簡
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
雄
略
天
皇
に
比

定
さ
れ
る
倭
王
武
が
、
宋
の
昇
明
二
年(

四

七
八
年)

に
順
帝
に
送
っ
た
上
表
で
あ
る
。

宋書巻九十七倭国伝
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倭の奴国が後漢に朝見し、金印を下賜される(57年)

倭と魏の間で使節の往還が行われる(238～248 )

倭の五王が東晋や南朝に進貢する(413～502)



魏志倭人伝（宮内庁書陵部蔵）

倭
王
武
の
上
表(

四
七
八
年)

「
わ
が
国
は
辺
境
に
封
じ
ら
れ
、
外
部
の

藩
屏
と
な
っ
て
い
る
。
父
祖
の
代
よ
り
甲

冑
を
纏
っ
て
山
川
を
渉
り
、
休
む
こ
と
は

な
か
っ
た
。
東
は
毛
人(

蝦
夷)

五
十
五
国
、

西
は
衆
夷(

熊
襲
、
隼
人
な
ど)

六
十
六
国
、

さ
ら
に
海
を
渡
っ
て
北(

朝
鮮
半
島)

の
九
十

五
国
を
征
服
し
た
。
」

『
宋
書
』
巻
九
十
七
倭
国
伝

宋書巻九十七倭国伝



倭
王
武
の
上
表
に
よ
れ
ば
、
五
世
紀
末
、

倭
は
日
本
列
島
に
広
く
勢
力
を
拡
大
し
た

と
い
う
。
近
年
、
あ
る
と
こ
ろ
で
、
こ
れ

を
裏
付
け
る
考
古
学
的
な
発
見
が
あ
っ
た
。

そ
れ
は
ど
こ
か
？

①
奈
良
県
明
日
香
村

②
埼
玉
県
行
田
市？



国
宝
・
金
錯
銘
鉄
剣(

き
ん
さ
く
め
い
て
っ
け
ん)

〔
解
説
〕

一
九
六
八
年
、
埼
玉
県
行
田
市
の
稲
荷

山
古
墳
か
ら
一
一
五
字
の
銘
文
を
も
つ
鉄

剣
が
発
見
さ
れ
た(→

地
図)

銘
文
に
よ
れ
ば
、
「
辛
亥
年(

四
七
一
年)

七
月
」
に
「
獲
加
多
支
鹵(

ワ
カ
タ
ケ
ル)

大

王
」
に
仕
え
た
「
乎
獲
居(
オ
ワ
ケ)

」
が

作
っ
た
と
あ
り
、
『
日
本
書
紀
』
に
「
幼

武(

ワ
カ
タ
ケ
ル)

」
と
記
さ
れ
た
倭
王
武

(

雄
略
天
皇)

の
勢
力
が
、
遥
か
東
国
に
ま
で

及
ん
で
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

金錯銘鉄剣（埼玉県稲荷山古墳出土）

https://www.google.com/maps/@36.127783,139.4793772,877m/data=!3m1!1e3


金
錯
銘
鉄
剣
（
埼
玉
県
稲
荷
山
古
墳
出
土
）



稲荷山古墳鉄剣（埼玉県行田市）

こ
れ
は
稲
荷
山
古
墳
の
金
錯
銘
鉄
剣
と

同
じ
く
五
世
紀
末
に
作
ら
れ
た
、
七
十
五

字
の
銘
文
を
も
つ
鉄
刀
で
あ
る
。
国
宝
に

指
定
さ
れ
た
こ
の
鉄
刀
は
、
ど
こ
で
出
土

し
た
も
の
か
？

①
奈
良
県

②
熊
本
県

？



NHK ETV特集「日本と朝鮮の２０００年・第２回 任那日本府の謎」より



稲荷山古墳鉄剣（埼玉県行田市）

国
宝
・
銀
象
嵌
銘
大
刀

(

ぎ
ん
ぞ
う
が
ん
め
い
た
ち)

一
八
七
三
年
（
明
治
六
年
）
、
熊
本
県

の
江
田
船
山
古
墳
で
出
土
し
た
鉄
刀
。
刀

の
脊
に
七
十
五
字
の
銘
文
を
持
つ
。

銘
文
の
中
に
「
獲
□
□
□
鹵
大
王
」
と

い
う
大
王
の
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
た
が
、
稲
荷
山
古
墳
の
鉄
剣

の
発
見
に
よ
り
、
こ
れ
が
「
獲
加
多
支
鹵

大
王
」(

ワ
カ
タ
ケ
ル
大
王)

で
あ
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

銀象嵌銘大刀(熊本県江田船山古墳出土)



ヤ
マ
ト
王
権
＝
日
本
語
文
化
圏
の
拡
大

〔
解
説
〕

「
獲
加
多
支
鹵(

ワ
カ
タ
ケ
ル)

大
王
」
の
名

を
刻
ん
だ
剣
や
刀
が
、
埼
玉
県
と
熊
本
県

の
古
墳
か
ら
出
土
し
た
こ
と
に
よ
り
、
倭

王
武
が
南
朝
宋
に
送
っ
た
上
表
の
内
容

―
―

五
世
紀
後
半
に
「
倭
」
＝
日
本
語
文

化
圏
が
急
速
に
拡
大
し
た
こ
と―

―

が
事

実
で
あ
る
こ
と
明
ら
か
に
な
っ
た
。



金
錯
銘
鉄
剣
（
埼
玉
県
稲
荷
山
古
墳
出
土
）

銀
象
嵌
銘
大
刀(

熊
本
県
江
田
船
山
古
墳
出
土)



稲荷山古墳鉄剣（埼玉県行田市）

倭
の
拡
大
と
渡
来
人

〔
解
説
〕

熊
本
県
江
田
船
山
古
墳
出
土
の
銀
象
嵌

銘
大
刀
の
銘
文
の
末
尾
に
は
、
「
書
者
張

安
也
」
と
漢
文(
中
国
語)

を
書
い
た
人
物
の

名
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

倭
の
勢
力
拡
大
と
積
極
外
交
の
裏
に
は
、

こ
の
「
張
安
」
の
よ
う
な
渡
来
人
が
、
政

権
の
ブ
レ
イ
ン
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。

銀象嵌銘大刀(熊本県江田船山古墳出土)



倭
王
武
の
時
代(

五
～
六
世
紀)

の
日
本
人

は
ど
の
よ
う
な
姿
を
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

そ
の
姿
を
伝
え
る
資
料
が
中
国
に
あ
る
。

そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
資
料
か
？

①
外
国
か
ら
の
使
節
を
描
い
た
絵
巻

②
外
国
か
ら
の
使
節
を
詠
ん
だ
詩
集

？
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後漢 25-220

魏 220-265 蜀 221-263 呉 222-280

晋 265-316

五胡十六国時代 東晋 317-420

北朝 439-589 南朝 420-589

隋 581-619

唐 618-907

五代十国 907-960

遼 北宋 960-1127

金 1115-1234 南宋 1127-1279

元 1271-1368

明 1368-1644

清 1616-1912

中華民国 1912-1949

中華人民共和国 1949-

倭の奴国が後漢に朝見し、金印を下賜される(57年)

倭と魏の間で使節の往還が行われる(238～248 )

倭の五王が東晋や南朝に進貢する(413～502)

南朝梁の蕭繹（後の元帝）が職貢図を描く(540年頃)



職
貢
図(

六
世
紀
、
中
国
歴
史
博
物
館
蔵)

〔
解
説
〕

「
職
貢
図
」
は
、
南
朝
梁
の
蕭
繹
（
し
ょ

う
え
き
、
五
〇
五
～
五
五
四
年
、
後
の
元

帝
）
が
朝
貢
に
来
た
使
節
を
描
い
た
絵
巻
。

も
と
二
十
五
国
が
描
か
れ
て
い
た
が
、

現
存
す
る
の
は
滑
国
、
波
斯
国
、
百
済
国
、

亀
茲
国
、
倭
国
、
狼
牙
修
国
、
鄧
至
国
、

周
古
柯
国
、
呵
跋
檀
国
、
胡
密
丹
国
、
白

題
国
、
末
国
の
十
二
国
。

肖
像
画
の
左
に
は
、
各
国
の
地
理
的
な

位
置
や
風
土
、
習
俗
、
梁
と
の
関
係
な
ど

が
記
載
さ
れ
て
い
る
。



Ｑ 倭国の使者はどれでしょう？

南朝梁「職貢図」（北宋写本 中国歴史博物館蔵）

① ② ③ ④ ⑤

南
朝
梁
を
訪
れ
た
こ
の
五
人
の
使
節
の

中
、
倭
の
使
節
は
？？



南
朝
梁
「
職
貢
図
」
に
描
か
れ
た
倭
人
像

〔
解
説
〕

「
職
貢
図
」
に
描
か
れ
た
倭
の
使
節
。
当

時
、
中
国
の
人
々
の
中
で
倭
人
が
ど
の
よ

う
に
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
た
か
が
わ
か
る
。

た
だ
し
、
絵
に
付
さ
れ
た
文
を
見
る
と
、

三
世
紀
ご
ろ
の
倭
人
の
姿
を
記
録
し
た
魏

志
倭
人
伝
の
記
述
と
酷
似
し
て
い
る
。
こ

の
た
め
、
こ
の
図
が
六
世
紀
ご
ろ
の
倭
人

の
姿
を
正
し
く
反
映
し
て
い
る
の
か
に
つ

い
て
は
議
論
が
あ
る
。

南朝梁「職貢図」（北宋写本 中国歴史博物館蔵）



第三節 朝鮮半島と「倭」



ミトコンドリアＤＮＡハプログループの比
較



明
仁
上
皇
の
「
ゆ
か
り
」
発
言

「
日
本
と
韓
国
と
の
人
々
の
間
に
は
、
古

く
か
ら
深
い
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
日

本
書
紀
な
ど
に
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

韓
国
か
ら
移
住
し
た
人
々
や
招
へ
い
さ
れ

た
人
々
に
よ
っ
て
様
々
な
文
化
や
技
術
が

伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
宮
内
庁
楽
部
の
楽
師

の
中
に
は
、
当
時
の
移
住
者
の
子
孫
で
、

代
々
楽
師
を
務
め
、
い
ま
も
折
々
に
雅
楽

を
演
奏
し
て
い
る
人
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
文
化
や
技
術
が
日
本
の
人
々

の
熱
意
と
韓
国
の
人
々
の
友
好
的
態
度
に

よ
っ
て
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
は
幸

い
な
こ
と
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
日
本
の

そ
の
後
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
し
た
こ
と

と
思
っ
て
い
ま
す
。

サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
日
韓
共
同
開
催
の

前
年
に
行
わ
れ
た
天
皇
記
念
日
の
会
見
よ
り

（
二
〇
〇
一
年
十
二
月
二
三
日
）



明
仁
上
皇
の
「
ゆ
か
り
」
発
言

私
自
身
と
し
て
は
、
桓
武
天
皇
の
生
母

が
百
済
の
武
寧
王
の
子
孫
で
あ
る
と
『
続

日
本
紀
』
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
韓
国

と
の
ゆ
か
り
を
感
じ
て
い
ま
す
。

武
寧
王
は
日
本
と
の
関
係
が
深
く
、
こ

の
と
き
日
本
に(

儒
教
の)

五
経
博
士
が

代
々
日
本
に
招
聘
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

ま
た
、
武
寧
王
の
子
、
聖
明
王
は
、
日

本
に
仏
教
を
伝
え
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
お

り
ま
す
。

サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
日
韓
共
同
開
催
の

前
年
に
行
わ
れ
た
天
皇
記
念
日
の
会
見
よ
り

（
二
〇
〇
一
年
十
二
月
二
三
日
）



天
皇
家
に
朝
鮮
半
島
の
百
済
人
の
血
が

入
っ
て
い
る
と
す
る
上
皇
の
「
ゆ
か
り
発

言
」
は
、
当
時
大
き
な
話
題
と
な
っ
た
が
、

五
世
紀
ご
ろ
の
武
寧
王
の
時
代
の
百
済
人

と
は
ど
の
よ
う
な
人
々
だ
っ
た
の
か
？

？



Ｑ 倭国の使者はどれでしょう？

南朝梁「職貢図」（北宋写本 中国歴史博物館蔵）

① ② ③ ④ ⑤

南
朝
梁
を
訪
れ
た
こ
の
五
人
の
使
節
の

中
、
百
済
の
使
節
は
？？



南朝梁「職貢図」（北宋写本 中国歴史博物館蔵）



『
日
本
書
紀
』
に
記
さ
れ
た
百
済
武
寧
王

（
雄
略
天
皇
五
年(

四
六
一
年)

）
夏
四
月
、

百
済
の
加
須
利
君
（
蓋
鹵
王
）
は‥

‥

弟

の
軍
君
に
言
っ
た
。

「
日
本
へ
行
き
、
天
皇
に
仕
え
よ
」

軍
君
は
答
え
て
言
っ
た
。

「
君
主
の
命
に
背
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
願
わ
く
は
陛
下
の
婦
人
を
賜
っ
て
後
、

遣
い
に
参
り
た
く
存
じ
ま
す
」

『
日
本
書
紀
』
巻
十
四
雄
略
天
皇
五
年

古活字本『日本書紀』（國學院大學図書館蔵）



『
日
本
書
紀
』
に
記
さ
れ
た
百
済
武
寧
王

加
須
利
君
は
、
妊
婦
の
婦
人
を
軍
君
に

嫁
が
せ
て
言
っ
た
。

「
わ
が
妊
婦
は
ま
も
な
く
臨
月
を
迎
え
る
。

途
中
で
子
供
が
生
ま
れ
た
ら
、
船
に
乗
せ
、

た
と
え
ど
こ
に
い
よ
う
と
も
、
す
ぐ
に
国

へ
送
り
返
す
よ
う
に
」

こ
う
し
て
別
れ
を
告
げ
る
と(

日
本
の)

朝
廷
へ
遣
い
に
向
か
っ
た
。

『
日
本
書
紀
』
巻
十
四
雄
略
天
皇
五
年

古活字本『日本書紀』(國學院大學図書館蔵)



『
日
本
書
紀
』
に
記
さ
れ
た
百
済
武
寧
王

六
月
丙
戌
の
朔
、
妊
婦
は
加
須
利
君
が

言
っ
た
と
お
り
、
筑
紫
の
各
羅
島(

加
唐

島)

で
男
児
を
生
ん
だ
。
そ
こ
で
、
こ
の

児
に
「
島
君
」
と
い
う
名
を
つ
け
た
。

軍
君
は
一
隻
の
船
で
島
君
を
国
へ
送
り

返
し
た
。
こ
れ
が
武
寧
王
で
あ
る
。

百
済
の
人
々
は
こ
の
島
を
「
主
島
」
と

呼
ん
だ
。

『
日
本
書
紀
』
巻
十
四
雄
略
天
皇
五
年

古活字本『日本書紀』(國學院大學図書館蔵)



加唐島



？

百
済
の
武
寧
王
に
関
す
る
『
日
本
書

紀
』
の
記
事
は
事
実
な
の
か
？

①
事
実
で
は
な
く
、
日
本
が
国
威
発
揚
の

た
め
に
偽
作
し
た
も
の

②
新
た
な
発
見
に
よ
っ
て
事
実
で
あ
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た

古活字本『日本書紀』(國學院大學図書館蔵)



新
た
に
発
見
さ
れ
た
武
寧
王
の
陵
墓

〔
解
説
〕

一
九
七
一
年
、
忠
清
南
道
公
州
市(

熊

津)

の
宋
山
里
古
墳
群
か
ら
新
た
な
古
墳

が
発
見
さ
れ
、
そ
の
中
に
あ
っ
た
墓
誌
か

ら
武
寧
王
の
陵
墓
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
た
。



武
寧
王
陵
の
墓
誌

陵
墓
か
ら
発
見
さ
れ
た
墓
誌
に
は
、

「
寧
東
大
将
軍
百
済
斯
麻
王
、
年
六
十
二

歳
、

癸
卯
年
五
月
丙
戌
朔
七
日
壬
辰
崩
」

と
あ
り
、
『
日
本
書
紀
』
が
加
唐
島
の

「
島
」
に
ち
な
ん
で
つ
け
た
と
伝
え
る

「
斯
麻(

し
ま) 

」
の
名
で
呼
ば
れ
て
い
た

こ
と
、
没
年
が
「
癸
卯
年(

五
二
三
年)

」

で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

武寧王墓誌(公州宋山里古墳群武寧王陵資料館蔵)



Ｑ 倭国の使者はどれでしょう？ ま
と
め

現
生
人
類
は
、
そ
の
優
れ
た
言
語
能
力

に
よ
っ
て
高
度
な
文
明
を
築
い
た
。

ア
ジ
ア
各
地
か
ら
日
本
列
島
に
渡
り
、

縄
文
、
弥
生
の
文
化
を
築
い
た
人
々
は
、

遺
伝
的
に
は
多
様
な
集
団
で
あ
っ
た
が
、

や
が
て
日
本
語
を
共
通
言
語
と
し
、
時
間

や
空
間
を
超
え
て
知
識
を
伝
達
・
蓄
積
す

る
こ
と
で
、
独
自
の
文
化
圏
を
形
成
し
て

い
っ
た
。

日
本
列
島
に
誕
生
し
た
日
本
語
文
化
圏

「
倭
」
は
、
紀
元
後
ま
も
な
く
中
国
と
の

交
渉
を
開
始
し
、
さ
ら
に
朝
鮮
半
島
と
の

交
流
を
通
じ
て
、
儒
教
や
仏
教
な
ど
の
先

進
的
な
文
明
を
取
り
入
れ
て
い
っ
た
。

近
年
、
日
本
や
中
国
、
韓
国
で
の
新
た

な
考
古
学
的
発
見
に
よ
っ
て
、
倭
と
ア
ジ

ア
各
地
の
交
流
が
し
だ
い
に
明
ら
か
に

な
っ
て
い
る
。



Ｑ 倭国の使者はどれでしょう？参
考
文
献

•

ス
ヴ
ァ
ン
テ

ペ
ー
ボ
著
・
野
中

香
方
子

訳
『
ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
は
私
た
ち

と
交
配
し
た
』(

文
藝
春
秋
二
〇
一
五
年)

映
像
資
料

•

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
生
命
大
躍
進

第
三
集

つ
い
に

知
性
が
生
ま
れ
た
」
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